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序     文 
 

インドネシア共和国では、民主化に向けた改革の一環として、2000 年 8 月、警察軍が国軍から

分離され、大統領直轄の国家警察へと移行しました。分離後の国家警察（INP）は、国内で多発

する犯罪に対応して市民の安全を確保し、市民に信頼される市民警察に向けてさまざまな改革に

取り組んでいます。 

わが国は、インドネシア共和国政府の要望に応え、2001 年に国家警察長官アドバイザーの派遣

を開始し、国別特設研修や技術協力プロジェクト等の実施を通じて、国家警察の組織・制度改革

に対する支援を実施しています。 

2002 年から二期にわたり実施してきた「市民警察活動促進プロジェクト」では、ブカシ警察署

を活動の拠点とし、組織運営、交番活動、現場活動等の分野において人材育成を支援し、市民警

察活動のモデル確立に取り組んできました。 

インドネシア共和国政府は、「市民警察活動促進プロジェクト」での経験を基に、市民警察活動

を全国に展開するための体制整備に関する技術協力プロジェクトの実施について、わが国に要請

しました。これを受けて国際協力機構（JICA）は同国政府と協議を行うため、2012 年 7 月 8 日か

ら 21 日まで詳細計画策定調査団を現地に派遣し、プロジェクトの妥当性を確認するとともに、実

施のための枠組みについて協議を行いました。 

本報告書は、同調査団による収集情報や協議結果を取りまとめたものであり、本プロジェクト

実施にあたり関係者に活用されることを願うものです。 

おわりに、調査にご協力並びにご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成 24 年 9 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

産業開発・公共政策部長 入柿 秀俊 
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Pembinaan Msyarakat の造語 
市民指導。分署レベルは市民指導

係（Civilian Guidance Unit）、本署

レベルは市民指導課（ Civilian 

Guidance Section）を設置 
(Civilian Guidance) 
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Balai Kemitraan Polisi dan Masyarakat 警察・市民パートナーシップ・ 

センター（インドネシア版交番）(Police-Citizen Partnership Center) 

BPRs Bekasi Police Resorts 両ブカシ警察署 

EU European Union 欧州連合 
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Forum Kemitraan Polisi dan Masyarakat 警察・市民パートナーシップ 

フォーラム（交番運営委員会） (Police-Community Partnership Forum) 

IOM International Organization for Migration 国際移住機関 
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インドネシア版市民警察活動 
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分署 
(Police Sector) 

PolSubsektor Police Sub-Sector 警察官詰所 
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事業事前評価表 
 

国際協力機構産業開発・公共政策部法・司法課 

1．案件名 

国 名：インドネシア共和国 

案件名：市民警察活動（POLMAS）全国展開プロジェクト 

 Project on Nationwide Capacity Development of Police Officers for POLMAS - Indonesian  

 Civilian Police Activities 

  

2．事業の背景と必要性 

(1) 当該国における警察改革分野の現状と課題 

インドネシア共和国（以下、「インドネシア」と記す）においては、国軍（陸・海・空・警察）

が過去 30 年余りにわたって治安維持の責任を担ってきたが、2000 年 8 月の国民協議会の決定

により国家警察は国軍から正式に分離独立し、国内治安の責任を委ねられる大統領の直轄機関

として再編された。警察改革はスハルト政権以降の一連の改革のなかでも、国家の民主化を示

すうえで極めて重要な位置を占めるものであり、分離独立後の国家警察にとって、国内治安を

維持するとともに国内で多発する一般犯罪に対応して市民の安全を確保し、市民に信頼される

市民警察としてのサービスを提供することが大きな課題となっている。 

インドネシア国家警察は、住民や地域社会との協働によるインドネシア版市民警察活動

（Policing by the Indonesian Police：POLMAS1）推進を掲げているが、現場レベルでは、理念と

実践の乖離、実際の制度・運用面の格差などの問題が指摘されており、地域社会・市民への

POLMAS に関する政策の周知並びに国家警察職員の市民警察活動にかかる知識・意識の向上が

課題となっている。 

 

(2) 当該国における警察改革分野の開発政策と本事業の位置づけ 

現行の「国家中期開発計画（2010～2014）」は、繁栄、民主主義、正義を基本理念とし、その

実現に向けた課題として、①経済開発と福祉の向上、②ガバナンスの改善強化、③民主化の推

進、④法執行の強化と汚職撲滅、⑤公平かつ公正な開発の 5 分野を挙げている。また、具体的

な重点施策分野の 1 つとして、官僚・ガバナンス改革が設定されている。警察改革は、基本理

念の「正義」の達成に関連した「法執行の強化」、「公正かつ公平な開発」という課題への対応

として位置づけられており、官僚・ガバナンス改革の施策としての取り組みが計画されている。 

一方、2005 年に「国家開発ビジョン（2005～2025）」に沿って国家警察が策定した「インド

ネシア国家警察基本戦略（2005～2025）」は、市民及び地域社会の警察に対する信頼を構築し、

地域社会の公正の確立に向けたサービス提供を実施すべく、以下の 3 期を通じ、警察サービス

に対する公的ニーズに対応するための取り組みを行うことを掲げている。 

1)  市民及び地域社会からの信頼構築（2005～2010 年） 

2)  市民及び地域社会とのパートナーシップの構築（2011～2015 年） 

3)  卓越性を志向した警察活動の推進（2016～2025 年） 

                                                        
1 インドネシア版市民警察活動（POLMAS）とは、犯罪の防止・検挙に取り組み、市民に優しく、地域社会に密着した警察活
動を指す。 
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現在、同戦略の第 2 期（上記 2)）が実施中であり、具体的な方策として「一村落一警察官」

の配置、各州警察に 1 カ所の「POLMAS モデル分署」の設置など、全国規模での取り組みが進

められている。 

また、2005 年には、市民・地域社会に信頼されるインドネシア国家警察をつくりあげ、安全

と秩序に対する障害に対処し、市民の平穏を確保するにあたって、国家警察に進んで協力する

地域社会をつくりあげることを目標とした「インドネシア国家警察の責務遂行における

POLMAS モデルの運用に関する政策及び戦略」（長官通達第 7 号）が国家警察より発出されて

いる。 

本事業はこれらインドネシア国家警察による POLMAS 政策の推進を、POLMAS 活動の全国

制度化、教育訓練を通じた人材育成、現場活動（鑑識や交番活動を含む）にかかる先行モデル

であるブカシ警察署の機能強化を通じての POLMAS 好事例の提示（国家警察本部へのフィー

ドバック）という 3 側面から支援することをめざしたものである。 

 

(3) 警察セクターに対するわが国及び JICA の援助方針と実績 

「民主的で公正な社会づくり」という開発課題は、わが国の従来の対インドネシア援助政策

において重点分野の 1 つとされており、警察改革支援は、司法改革、地方分権化支援と並びガ

バナンス改革支援プログラムのコンポーネントに位置づけられてきた。2012 年 4 月に公開され

た国別援助方針において、ガバナンス改革支援は重点分野そのものとしては位置づけられてい

ないものの、重点分野である「民間セクター主導の経済成長」に不可欠なビジネス・投資環境

の改善を促進するとの観点から、ガバナンス改革支援の継続的な重要性は留意事項として明記

されている。 

また、わが国は 2001 年より国家警察の組織・制度・人員の改革に対する支援を継続実施して

おり、JICA では、国家警察長官アドバイザーをはじめとする専門家派遣、国別特設及び現地国

内研修に加え、技術協力プロジェクト「バリ、安心なまちづくりプロジェクト（2007～2012 年）」、

ジャカルタ警視庁ブカシ警察署2を拠点とした｢市民警察活動促進プロジェクト｣を 2002～2007

年（フェーズ 1）及び 2007～2012 年（フェーズ 2）の二期にわたり実施してきている。市民警

察活動促進プロジェクトでは、インドネシア型交番活動や現場鑑識に関する技術移転が行われ、

市民や地域社会に密着し、鑑識活動を通じての証拠に基づいた警察活動の定着を図ってきた。 

 

(4) 他の援助機関の対応 

国家警察に対しては、主として国際移住機関（International Organization for Migration：IOM）、

アジア財団等の援助機関が警察改革に対する協力事業を実施しているほか、米国司法省、オー

ストラリア連邦警察からも法執行に関する研修や薬物捜査、テロ対策等の分野での支援が行わ

れている。IOM は、2003 年から人権とコミュニティポリーシングの分野で人材育成に焦点をあ

てた協力を実施してきており、アチェでは全警察署に研修センターを設置して国家警察の

POLMAS 政策の周知と人権教育を行うほか、国家警察教育総局及び国家警察所管の各教育機関

における POLMAS 及び人権関係のカリキュラム編成・教材作成・教官研修などを実施してき

ている。また、アジア財団も、IOM が作成した教材を使って士官学校等、幹部候補向けの

                                                        
2 ブカシ警察署とは、メトロ・ブカシ警察署及びブカシ県警察署並びに両警察署所管の下部組織を指す。（先行協力事業第 1
フェーズ開始当初は 1 警察署であったが、2004 年に分割され現在に至る。） 
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POLMAS 研修を支援している。 

 

3．事業概要 

(1) 事業目的（協力プログラムにおける位置づけを含む） 

2 フェーズにわたりブカシ警察署を拠点として実施してきた「市民警察活動促進プロジェク

ト」において構築された市民警察活動モデル（ブカシモデル）を活用し、全国制度化に向けて

の取り組み、市民警察活動の担い手となる人材育成、ブカシモデルの定着を行うことにより、

市民警察活動を全国レベルで実施できる体制構築を図り、よって POLMAS の実践州拡大に寄

与する。 

 

(2) プロジェクトサイト/対象地域名 

ジャカルタ及びブカシ。 

全国制度化や人材育成に関するパイロット活動などについて、上記以外の地域でも実施予定。 

 

(3) 本事業の受益者（ターゲット・グループ） 

国家警察職員（特に、治安確立局、教育総局、刑事局、ブカシ警察署員、プロジェクトで実

施される研修受講者） 

 

(4) 事業スケジュール（協力期間） 

2012 年 10 月～2017 年 9 月を予定（計 60 カ月） 

 

(5) 総事業費（日本側） 

約 6 億円（予定） 

 

(6) 相手国側実施機関 

国家警察本部（治安確立局、教育総局、刑事局）、ジャカルタ警視庁（ブカシ警察署） 

 

(7) 投入（インプット） 

1)  日本側：専門家派遣（プロジェクトリーダー/人材育成、サブリーダー/組織運営、現場

警察活動、鑑識、業務調整）、研修員受入れ（本邦/現地）、その他 

2)  インドネシア国側：カウンターパートの配置（治安確立局、教育総局、刑事局、ブカシ

警察署）、施設、光熱費、その他 

 

(8) 環境社会配慮・貧困削減・社会開発 

1)  環境に対する影響/用地取得・住民移転 

①カテゴリ分類：C 

②影響と緩和・軽減策 

特になし 

2)  ジェンダー・平等推進/平和構築・貧困削減 

特になし 
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(9) 関連する援助活動 

1)  わが国の援助活動 

個別専門家「国家警察長官アドバイザー/国家警察改革支援プログラム・マネジャー」、

国別特設研修「警察行政セミナー」を実施中である。また、警察分野の JICA 帰国研修員

で構成される帰国研修員組織「インドネシア警察サクラの会（Indonesia Sakura Association：

ISI）」と連携し、インドネシア国内での POLMAS 普及セミナー実施などを行っている。 

2)  他ドナー等の援助活動 

IOM が POLMAS 教官の育成を行ってきており、本事業で実施される研修との連携を図

る予定である。 

 

4．協力の枠組み 

(1) 協力概要 

1)  上位目標 

インドネシア版市民警察活動（POLMAS）を実践する州が増える。 

（指標） 

本プロジェクトの提案を反映した POLMAS 関連通達に基づく POLMAS 活動が X1 州の

警察本部で実施される。 

2)  プロジェクト目標 

POLMAS を全国レベルで継続的に実施するための体制が構築される。 

（指標） 

1． プロジェクトの提案を反映した POLMAS 関連通達に基づく POLMAS 活動が X2 州で

実施される。 

2． X3 人以上の受検者が国家鑑識検定に合格する。 

3． プロジェクトによる POLMAS 研修受講者3の少なくとも X4％が習得事項をそれぞれ

の業務に適用する。 

 

3)  成果及び活動 

成果 1：POLMAS 活動強化のための具体的な運用規程・制度が整備される。 

活動： 

1-1 実効性ある巡回連絡・立寄活動の内容・体制を検討し、全国への導入を支援する。 

1-2 国家警察本部における鑑識の検定制度化及び研修体制を確立する。 

1-3 タスクフォース4において POLMAS 担当官業務のプロトタイプ5を作成し、導入を

支援する。 

指標： 

1-1 タスクフォースでの検討結果を反映した政策や通達が発出される。 

1-2 国家鑑識検定が少なくとも X5 回実施される。 

                                                        
3 POLMAS を現場で実践する警察官に対し、講義や実習により構成される研修実施を計画している。研修終了後、一部研修員
をモニタリングし、POLMAS 実践状況を確認する計画である。 

4 タスクフォースは、国家警察の関係部局及びブカシ警察署の実務者レベルと JICA 専門家で構成し、プロジェクト活動に関す
る協議、調整、情報共有を行う。 

5 地域の規模や地域事情に応じた POLMAS 担当官業務を示したもの。 
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成果 2：POLMAS 活動を指導可能な警察官が継続的に育成される。 

活動 

2-1 教育総局所管教育訓練プログラムにおける POLMAS 研修実施計画を策定する。 

2-2 POLMAS 研修に必要なカリキュラム・教材を整備する。 

2-3 POLMAS 研修指導者を育成する。 

2-4 幹部候補を対象とした POLMAS 研修の教授手法を教官に指導する。 

指標： 

2-1 POLMAS 研修カリキュラムが策定される。 

2-2 X6 人以上の POLMAS 指導者が研修を受講する。 

2-3 指導者研修6受講者の少なくとも X7％が所属先で POLMAS 研修を実施する。 

 

成果 3：ブカシ警察署における先進モデルとしての POLMAS 活動が強化される。 

活動 

3-1 ブカシ警察署管内の POLMAS 活動を改善強化する。 

3-2 ブカシ警察署において POLMAS 視察・研修受入体制を整備する。 

3-3 研修教材としての POLMAS 好事例情報を提供する。 

指標： 

3-1 ブカシ地域コミュニティからの警察活動に対する信頼が継続する7。 

3-2 ブカシ警察署管内の業務管理報告数が X8％に増加する。 

3-3 ブカシ警察署管内の緊急通報受理記録数がプロジェクト開始時より X9％増加す

る。 

 

なお、指標の具体的な数値目標については、プロジェクト開始後 6 カ月以内に日本人専

門家及びカウンターパート間の協議により設定し、合同調整委員会（Joint Coordinating 

Committee：JCC）での承認をもって決定するものとする。 

 

4)  プロジェクト実施上の留意点 

本事業は、POLMAS を全国レベルで継続的に実施するための体制構築を達成するために

必要な制度づくり（成果 1）や人材育成（成果 2）を行うとともに、JICA が当該分野で協

力してきたブカシ警察署の成果定着を図りつつ、その知見を国家警察本部にフィードバッ

クする（成果 3）ことにより、目標達成をめざすものである。プロジェクトの実施に際し、

国家警察内の複数の部局にまたがる横断的な活動を含むものであることから、関係部局間

の密接な連携が必要不可欠である。本プロジェクトの実施体制として、JCC のみならず、

関係部局の責任者や実務レベルのカウンターパートから構成されるタスクフォースを設

置し、情報共有を図りつつ、プロジェクトが実施する調査検討・提言策定などの取りまと

めを行うことが想定されているが、プロジェクト実施に際しては、これらの横断的な体制

が十分に機能するよう、関係者間の連絡調整にあたることが極めて重要である。 

                                                        
6 国家警察教育総局傘下の教育機関で POLMAS を指導する教官を対象とした研修。 
7 「市民警察活動促進プロジェクト」で実施してきたブカシ警察署管内の住民などを対象とした世論調査を本プロジェクトで
も実施し、警察活動に対する市民の満足度や、市民による警察官への信頼度などをみる指標。 
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また、本詳細計画調査時点で、国家警察教育総局において、POLMAS 担当官の活動であ

る「市民指導」の分野に特化した研修センター（市民指導研修センター）を中部ジャワ州

アンバラワに設置することが計画されており、プロジェクトの人材育成関連活動とも密接

に関連してくることが予想されるため、協力開始以降、同センターの組織陣容・活動内容

の詳細などについて確認・調整し、連携を図っていくことが肝要である。 

 

(2) その他インパクト 

本事業の実施により、現場レベルでの警察官の活動が改善され、市民・地域社会と警察との

関係改善が図られることから、地域の治安、市民生活の安全確保に対する正のインパクトが想

定される。なお、本事業実施による負のインパクトは現時点では特に想定されていない。 

 

5．前提条件・外部条件（リスク・コントロール） 

(1) 事業実施のための前提条件 

インドネシア国家警察が POLMAS 政策を推進する。 

 

(2) 成果達成のための外部条件 

JICA 専門家が、教育総局のコンサルタントとして国家警察より継続的に指名される8。 

 

(3) プロジェクト目標達成のための外部条件 

研修を受けた警察官の配属先が POLMAS 実践に理解を示す。 

 

(4) 上位目標達成のための外部条件 

・プロジェクトを通じて導入された通達や運用ルールが大幅に変更されない。 

・POLMAS の全国実施に関する予算措置が継続される。 

 

6．評価結果 

本事業は、インドネシア国の開発計画、警察改革政策、公共安全ニーズ、日本の援助政策の方

向性に合致しており、また計画の適切性が認められることから、実施の意義は高い。 

 

7．過去の類似案件の教訓と本事業への活用 

インドネシア市民警察活動促進プロジェクト（フェーズ 2）より 

(1) プロジェクト実施機関が現場レベルの警察署であり、プロジェクト活動を通じて得られる

経験や課題について、施策を担う国家警察本部への働きかけがプロジェクトの枠組みになか

ったことから、現場と本部をつなぐメカニズムの構築必要性が挙げられている。本事業では、

現場レベルでの課題や成果を国家警察本部の実務者レベルで共有・検討するメカニズムとし

てタスクフォース設置をプロジェクトに組み込み、全国展開が効果的に行われるような実施

体制としている。 

                                                        
8 2011 年 10 月、国家警察長官決裁により、警察分野の JICA 専門家が POLMAS 分野コンサルタントとして指名された。これ
により、JICA 専門家は POLMAS 関連の教育訓練プログラム編成会議や教育総局傘下の全機関に対し、助言指導する権限が
与えられた。 
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(2) 政策支援としての事業の位置づけを行うことにより、先方のオーナーシップを引き出すう

えでの有効性が挙げられている。本事業では、POLMAS を全国レベルで実施するための体制

構築を目標とし、インドネシア国家警察が推進する POLMAS 政策を支援する位置づけであ

ることを明確に打ち出している。 

 

8．今後の評価計画 

(1) 今後の評価に用いる主な指標 

4．(1)のとおり。 

 

(2) 今後の評価計画 

事業開始 6 カ月以内 ベースライン調査 

事業中間時点：中間レビュー 

事業終了 6 カ月前：終了時評価 

事業終了 3 年後：事後評価 
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第１章 調査実施の背景・目的 
 

１－１ 要請の背景 

インドネシア共和国（以下、「インドネシア」国と記す）の治安責任は、かつて 30 年余りにわ

たって国軍（陸・海・空・警察）が担ってきたが、2000 年 8 月の国民協議会の決定により国家警

察は国軍から正式に分離独立し、大統領の直轄機関として再編され、国内治安の責任を委ねられ

ることとなった。国家警察が「市民警察」として国民の信頼を得て、インドネシア国の治安を確

保していくことは、同国民の安全な生活の確保はもとより、政治的安定や投資の促進による経済

発展にとっても極めて重要な課題であることから、インドネシア国政府は、国家警察の組織・制

度・人員の改革への支援をわが国に要請してきた。同要請に応え、わが国は 2001 年より国家警察

に対する支援を実施してきている。 

国際協力機構（JICA）は、旧ブカシ警察署（2004 年 10 月、メトロ・ブカシ警察署及びブカシ

県警察署に分割され現在に至る）を拠点とし、組織運営、現場鑑識、通信指令等の分野を対象と

する人材育成支援として｢市民警察活動促進プロジェクト｣（以下、フェーズ 1）を 2002 年 8 月か

ら 2007 年 7 月までの 5 年間実施した。また、フェーズ 1 の成果を踏まえ、｢市民警察活動促進プ

ロジェクト｣（以下、フェーズ 2）が、2007 年 8 月から 2012 年 7 月まで実施されている。フェー

ズ 2 では、両ブカシ警察署（メトロ･ブカシ警察署及びブカシ県警察署）を市民警察活動推進にお

ける｢モデル警察署｣とすべく、現場警察活動や鑑識分野等における能力向上を図るとともに、研

修体制の整備･改善を進めている。 

これまでの協力を経て両ブカシ警察署において構築された市民警察活動モデル（ブカシモデル）

の活動定着、及び全国的に市民警察活動を普及することを目的とした技術協力プロジェクトの実

施について、インドネシア政府より協力要請があったものである。 

 

１－２ 調査の目的 

本詳細計画策定調査は、以下の目的により実施した。 

(1) インドネシア国家警察に対するこれまでの支援を踏まえ、本件プロジェクト要請内容に

ついて確認する。 

 

(2) 先方関係機関とプロジェクトの詳細活動計画について、協議・合意し、その内容につい

ては、討議議事録（R/D）案及びプロジェク・デザイン・マトリックス（PDM）案を添

付した協議議事録（M/M）に取りまとめ、署名する。 

 

(3) 評価 5 項目の観点からプロジェクトを分析し、事業事前評価表（案）を作成する。 
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１－３ 調査団の構成 

本詳細計画策定調査団は、以下により構成された。 

担当分野 氏 名 所 属 

総括 田中資記 JICA 産業開発・公共政策部 次長（ガバナンスグループ長）

警察協力 牧野悦朗 警察庁長官官房国際課 係長 

協力企画 天池麻由美 JICA 産業開発・公共政策部 法・司法課企画役 

評価分析 板垣啓子 グローバルリンクマネジメント株式会社 研究員 

 

１－４ 調査日程 

調査期間：2012 年 7 月 8 日（日）～7 月 21 日（土）詳細日程は付属資料 1 参照。 

 

１－５ 主要面談者 

付属資料 2 参照。 
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第２章 公共安全分野における現状と課題 
 

２－１ 国家警察の概要 

２－１－１ 組織体制 

インドネシアの警察は国家警察の体制をとっており、全警察官は国家警察長官の指揮下にあ

り、ジャカルタの国家警察本部が 31 の州警察を管轄している。州警察は POLDA（Kepolisian 

Daerah の略語）と呼ばれる州警察本部の下、警察署（Police Resort：POLRES）、分署（Kepolisian 

Sektor：POLSEK）、警察官詰所（Police Sub-Sector：PolSubsektor）などが設置されている。国家

警察本部の組織図を図 2-1 に示す。 

 

 
出所：JICA 専門家作成 

図２－１ 国家警察本部組織図 

 

２－１－２ 警察官の教育・訓練実施体制 

インドネシア警察の教育訓練機関は、表 2-1 に示すとおり、採用時の教育訓練、昇任時の教

育訓練、専科教養訓練機関の 3 種に大分されている。従来、警察士官学校、警察大学院大学、

警察指揮幕僚学校は国家警察本部直轄の独立機関であったが、2010 年の組織改正により、すべ

ての教育訓練機関が新設された国家警察教育総局の監督の下に一元化されることとなった。 

国家警察教育総局の組織図は図 2-2 のとおりである。 
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表２－１ 国家警察の教育訓練機関 

種 別 名 称 概要（教育訓練期間） 

採用時教育 

訓練機関 

警察士官学校 
高等学校卒業後、警察士官学校入学試験に合格した

士官候補生（3 年 5 カ月、大卒者は 2 年 5 カ月） 

大学卒業者初任学校 大学卒業者（9 カ月） 

初任学校（注 1） 高等学校卒業後、警察官採用試験の合格者（10 カ月）

女性初任学校 高等学校卒業の女性（10 カ月） 

昇任時 

教育訓練機関 

警察士官候補学校 下士官からの士官登用候補者（9 カ月） 

警察大学院大学（注 2） 警察士官学校修了者（18 カ月） 

幹部警察学校 警察大尉から警察少佐への昇任予定者（5 カ月） 

警察指揮幕僚学校 警察中佐から警察大佐への昇任予定者（5 カ月） 

警察指揮幕僚学校上級幹部

専科 

警察大佐から警察将官（准将）への昇任予定者 

（4 カ月） 

専科教養 

訓練機関 

刑事警察学校 刑事・鑑識等捜査専務員（1～3 カ月） 

交通警察学校 交通専務員（1～3 カ月） 

制服警官学校 制服（地域）警察官（1～3 カ月） 

機動隊学校 機動隊の指揮官及び隊員（3 カ月） 

水上・航空警察学校 
警察航空機舟艇操縦者 

（国軍への長期委託研修制度あり） 

公安警察学校 警備・公安専務員（1～2 カ月） 

警察官房学校 警察総務の専門官（1～2 カ月） 

警察語学学校 語学専門官（2 カ月～1 年） 

注 1：全国 29 カ所に設置されている。 
注 2：インドネシア国家教育大臣から「カテゴリ A」（インドネシア大学等、一部の総合大学が認定を受けている

分類）の大学格付けを付与されている。卒業生には警察学士号が授与される。 
出所：JICA 専門家作成 
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出所：JICA 専門家作成 

図２－２ 国家警察教育総局組織図 

 

２－２ 現状と課題 

２－２－１ 公共安全分野におけるインドネシア政府のこれまでの取り組み 

インドネシア国においては、国軍（陸・海・空・警察）が過去 30 年余りにわたって治安維持

の責任を担ってきたが、2000 年 8 月の国民協議会の決定により国家警察は国軍から正式に分離

独立し、国内治安の責任を委ねられる大統領の直轄機関として再編された。警察改革はスハル

ト政権以降の一連の改革のなかでも、国家の民主化を示すうえで極めて重要な位置を占めるも

のであり、国家警察が「市民警察」として国民の信頼を得て、インドネシア国の治安を確保し

ていくことは、同国民の安全な生活の確保はもとより、政治的安定や投資の促進による経済発

展にとっても極めて重要な課題である。 

インドネシアの現行の「国家中期開発計画（2010～2014）」は、「繁栄、民主主義、正義」を

基本理念とし、その実現に向けた課題として、①経済開発と福祉の向上、②ガバナンスの改善

強化、③民主化の推進、④法執行の強化と汚職撲滅、⑤公平かつ公正な開発の 5 分野を挙げて

いる。 

また、具体的な重点施策分野として、①官僚・ガバナンス改革、②教育、③保健、④貧困削

減、⑤食料生産回復、⑥インフラ、⑦投資及びビジネス環境、⑧エネルギー、⑨環境及び防災、

⑩低開発・外縁・紛争終結地域対策、⑪文化・創造性・技術革新の 10 項目が設定されている。 

警察改革は、基本理念の「正義」の達成に関連した「法執行強化」「公正かつ公平な開発」と

いう課題への対応として位置づけられており、官僚・ガバナンス改革の施策としての取り組み

が行われている。 
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警察改革関連の政策に関しては、2005 年に国家警察より、市民・地域社会に信頼されるイン

ドネシア国家警察をつくりあげること、また、市民の平穏を確保するにあたって、国家警察に

進んで協力する地域社会をつくりあげることを目標とした「インドネシア国家警察の責務遂行

におけるインドネシア版市民警察活動（Policing by the Indonesian Police：POLMAS1）モデルの

運用に関する政策及び戦略」（長官通達第 7 号）が発出されている。なお、「インドネシア共和

国国家開発ビジョン（2005～2025）」に沿って国家警察が策定した「インドネシア国家警察基本

戦略（2005～2025）」は、市民及び地域社会の警察に対する信頼を構築し、地域社会の公正な確

立に向けたサービス提供を実施すべく、以下の 3 期を通じ、警察サービスに対する公的ニーズ

に対応するための取り組みを行うことを掲げている。 

1)  市民及び地域社会からの信頼構築（2005～2010 年） 

2)  市民及び地域社会とのパートナーシップの構築（2011～2015 年） 

3)  卓越性を志向した警察活動の推進（2016～2025 年） 

現在実施中の同戦略の第 2 期（上記の 2）においては、具体的な方策として「一村落一警察

官」の配置、各州警察に 1 カ所の「POLMAS モデル分署」の設置など、全国規模での取り組み

が進められている。 

PLOMAS は、地域社会とのパートナーシップを構築して地域の問題解決を図っていくことを

基本とする。国家警察にとっては画期的な改革指針であるが、従来の国軍の一部としての業務

に対する警察官の意識の変革を必要とするものであり、今般調査の聞き取りなどにおいても、

理念と実践の乖離、現場活動における実際の制度・運用面の格差などの問題が指摘されている。 

 

２－２－２ 他ドナー、国際機関等による支援 

国家警察に対しては、主として国際移住機関（International Organization for Migration：IOM）、

アジア財団等の援助機関が警察改革に対する協力事業を実施している。 

IOM は、2003 年から人権とコミュニティポリーシングの分野で人材育成に焦点を当てた協力

を実施してきており、アチェでは欧州連合（European Union：EU）とオランダの資金援助によ

る支援として、全 21 警察署に研修センターを建設して国家警察の POLMAS 政策の周知と人権

教育を行ってきた。また、国家警察の教育総局及び国家警察所管の各教育機関における

POLMAS 及び人権関係のカリキュラム編成・教材作成・教官研修などを実施してきている。ア

チェでの現場活動を中心として展開してきた協力は 2012 年 7 月で終了する予定であり、2012

年 9 月からの新たな取り組みについて現在検討中である。また、アジア財団も、IOM が作成し

た教材を使って士官学校等、幹部候補向けの POLMAS 研修を支援しているが、主としてイン

ドネシア大学、ガジャマダ大学等への委託実施となっている。 

なお、警察改革以外にも、米国司法省、オーストラリア連邦警察等から法執行に関する研修

や薬物捜査、テロ対策等の分野での支援が行われている。 

 

２－２－３ わが国の協力実績 

わが国は、国家警察が国軍からの分離独立直後の 2001 年から、継続的に国家警察に対する支

援を行ってきている。JICA では、国家警察長官アドバイザーをはじめとする専門家派遣、国別

                                                        
1 インドネシア版市民警察活動（POLMAS）とは、犯罪の防止・検挙に取り組み、市民に優しく、地域社会に密着した警察活
動を指す。 
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特設及び現地国内研修に加え、バリにおける「安心なまちづくりプロジェクト」、ジャカルタ警

視庁ブカシ警察署を拠点とした｢市民警察活動促進プロジェクト｣（フェーズ 1 及びフェーズ 2

の二期にわたり実施）等の技術協力プロジェクトを実施してきている。これまでの JICA 協力

事業は表 2-2 に示すとおりである。 

 

表２－２ インドネシア国家警察に対するこれまでの JICA 協力 

協力形態 名称・分野 協力期間 備 考 

個別専門家 

派遣 

国家警察長官アドバイザー
2001 年～

現在
延べ 5 名 

POLMAS 活動強化 2007～現在 延べ 3 名 

バリ州警察本部長アドバイ

ザー 

2003～ 

2004 年
 

技術協力 

プロジェクト 

市民警察活動促進プロジェ

クト 

2002～ 

2007 年

2000 年に国軍から正式に独立したイン

ドネシア国家警察が、「市民警察」とし

て国民の信頼を得て国内治安を維持し

ていくために、国家警察の組織・制度・

人員の改善を推進することを目的に、ブ

カシ警察署（モデルサイト）の組織運営

能力や現場鑑識能力等を支援。 

市民警察活動促進プロジェ

クト（フェーズ 2） 

2007～ 

2012 年

ブカシ警察署において、市民から信頼を

得るための市民警察活動強化のため、 

①ブカシ警察署幹部の業務管理能力の

向上 

②市民警察化に向けた現場での警察活

動の機能改善 

③地域住民や地方行政機関との良好な

関係（パートナーシップ）の構築 

④市民警察化に向けた警察活動に関連

した研修体制の整備・改善を支援。 

バリ市民警察活動促進プロ

ジェクト 

2005～ 

2007 年

バリ州警察の観光警察部門における市

民警察としての役割・機能を強化するた

め、バリ州警察の観光警察部門の組織・

制度・機能の向上を支援。 

バリ、安心なまちづくりプ

ロジェクト 

2007～ 

2012 年

バリ州警察の「観光警察活動」を強化す

るため、 

①バリ州警察の観光警察部門の組織・制

度・機能の向上、 

②「観光警察活動」を行う各関係部門間

の連携体制の整備を支援。 
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国別特設研修 警察行政セミナー 
2001 年～

現在

2011 年度までに 253 名受入れ。同研修の

帰国研修員を中心とした帰国研修員組

織「インドネシア警察サクラの会」を

2007 年 8 月結成。 

現地国内研修 POLMAS 活動 
2010～ 

2012 年
 

無償資金協力 
市民警察化支援計画 2004 年 

5.18 億円（無線網整備、現場鑑識機材、

薬物対策機材） 

国家警察組織能力強化計画 2005 年 4.49 億円（交番 11 カ所、現場鑑識機材）
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第３章 事業事前評価結果 
 

３－１ プロジェクトの概要 

３－１－１ 事業目的（協力プログラムにおける位置づけを含む） 

過去 2 フェーズにわたりブカシ警察署を拠点として実施してきた「市民警察活動促進プロジ

ェクト」おいて構築された市民警察活動モデル（ブカシモデル）をもとに、全国制度化に向け

ての取り組み、市民警察活動の担い手育成、ブカシモデルの定着を行うことにより、市民警察

活動を全国レベルで実施できる体制構築を図り、もってインドネシア版市民警察活動

（POLMAS）の実践州の拡大に寄与する。 

 

３－１－２ プロジェクトサイト/対象地域名 

ジャカルタ及びブカシ 

全国制度化に向けたパイロット活動などについて、上記以外の地域でも実施予定。 

 

３－１－３ 本事業の受益者（ターゲットグループ） 

国家警察職員（特に、治安確立局、教育総局、刑事局、ブカシ警察署員、プロジェクトで実

施される研修受講者） 

 

３－１－４ 事業スケジュール（協力期間） 

2012 年 10 月～2017 年 9 月を予定（計 60 カ月） 

 

３－１－５ 総事業費（日本側） 

約 6 億円（予定） 

 

３－１－６ 相手国側実施機関 

国家警察本部（治安確立局、教育総局、刑事局）、ジャカルタ警視庁（ブカシ警察署） 

 

３－１－７ 投入（インプット） 

 日本側：専門家派遣、研修員受入れ（本邦/現地）、その他 

 インドネシア国側：施設、光熱費、その他 

 

３－２ プロジェクト実施にあたっての留意事項 

本事業は、国家警察内の複数の部局にまたがる横断的な活動を含むものであることから、関係

部局間の密接な連携が必要不可欠である。本プロジェクトの実施体制として、合同調整委員会

（JCC）のみならず、関係部局の責任者や実務レベルのカウンターパートから構成されるタスク

フォースを設置し、情報共有を図りつつ、プロジェクトが実施する調査検討・提言策定等の取り

まとめの役割を担うことが予定されている。プロジェクト実施に際しては、これらの横断的な体

制が十分に機能するよう、関係者間の密な連絡調整にあたることが極めて重要である。 

また、本詳細計画調査時点で、国家警察教育総局において、POLMAS 担当官の活動である「市

民指導」の分野に特化した研修センター（市民指導研修センター）を中部ジャワ州アンバラワの
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初任科学校内に設置することが計画されており、プロジェクトの人材育成関連活動とも密接に関

連してくることが予想されるため、本プロジェクトによる協力開始以降、同センターの組織陣容・

活動内容の詳細等について確認・調整し、連携を図っていくことが肝要である。 

 

３－３ 評価 5 項目による事前評価結果 

３－３－１ 妥当性 

本プロジェクトは、以下の点から妥当性が高いと判断される。 

 

(1) 必要性 

インドネシア国において、警察改革はスハルト政権以降の一連の改革のなかでも、国家

の民主化を示すうえで極めて重要な位置を占めるものであり、国家警察が「市民警察」と

して国民の信頼を得て、インドネシア国の治安を確保していくことは、同国民の安全な生

活の確保はもとより、政治的安定や投資の促進による経済発展にとっても極めて重要な課

題である。また、POLMAS は、地域社会とのパートナーシップを構築して地域の問題解決

を図っていくことを基本とする、国家警察にとっては画期的な改革指針であるが、今般、

聞き取り調査などにおいても、理念と実践の乖離、現場活動における実際の制度・運用面

の格差などの問題が指摘されており、POLMAS の全国普及に向けた制度化・人材育成を支

援する本プロジェクトの必要性は高いと判断される。 

 

(2) 相手国開発計画、セクター政策及びわが国援助政策との整合性 

前章に既述したとおり、インドネシアの現行の「国家中期開発計画（2010～2014）」にお

いて、警察改革は基本理念の「正義」の達成に必要な「法執行強化」「公正かつ公平な開

発」という課題への対応として位置づけられており、官僚・ガバナンス改革の施策として

の取り組みが計画されている。 

警察改革関連の政策に関しては、2005 年に国家警察より「インドネシア国家警察の責務

遂行における POLMAS モデルの運用に関する政策及び戦略」（長官通達第 7 号）が発出さ

れており、コミュニティポリーシングを国家警察の基本と定めている。また「インドネシ

ア国家警察基本戦略（2005～2025）」においても、市民及び地域社会の警察に対する信頼

を構築し、警察サービスに対する公的ニーズに対応するための取り組みを行うことが計画

されており、本プロジェクトの協力内容はこれらの政策の方向性に合致している。 

なお、わが国の従来の対インドネシア援助政策において、「民主的で公正な社会づくり」

という開発課題は重点分野の 1 つとされており、警察改革支援は、司法改革、地方分権化

支援と並びガバナンス改革支援プログラムのコンポーネントに位置づけられてきた。現在

の国別援助方針において、ガバナンス改革支援は重点分野そのものとしては位置づけられ

ていないものの、重点分野である「民間セクター主導の経済成長」に不可欠なビジネス・

投資環境の改善を促進するとの観点から、ガバナンス改革支援の継続的な重要性は留意事

項として明記されている。 

 

(3) プロジェクトデザインの妥当性 

本プロジェクトの計画においては、POLMAS の実践に関する運用規定・制度に関する調
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査検討・提言活動という制度面での改善と、意思決定から現場に至るさまざまなレベルを

対象とした人材育成による能力強化、さらに具体的な先進事例を通じた POLMAS 実践強

化のという 3 側面に同時に取り組むことが予定されている。POLMAS がいまだ新しい概念

であり、現場実践においても試行錯誤が散見される状況において、このような多面的な取

り組みを通じて包括的な制度化を図ることは、国家警察が推進する全国での POLMAS 活

動の普及・改善を支援するうえで適切なアプローチであると考えられる。 

 

３－３－２ 有効性 

本プロジェクトは、以下の点から有効性が見込める。 

 

(1) プロジェクト目標達成の見込み 

本プロジェクトの計画においては、POLMAS を管轄する市民指導部を中心とした

POLMAS 実践に関する制度面の改善、教育総局における継続的な人材育成を通じた能力強

化、さらに既往協力の対象であったジャカルタ警視庁（ブカシ警察署）での POLMAS 先

進事例の実践強化という 3 本柱の活動を通じて、全国での POLMAS の一層の普及・改善

を支援することが予定されている。国家警察本部内の関連専門部局の所掌業務が横断的に

取り込まれており、これらの活動が計画どおりに実施され、部局間での連携・共有が図ら

れれば、全国での POLMAS 実施促進の体制整備というプロジェクト目標が達成される見

込みは高いと判断される。 

 

(2) プロジェクトの有効性に対する貢献・阻害要因 

本プロジェクトは、基本的に国家警察の内部での活動を行うものであり、慎重なモニタ

リングが必要な外部要因は比較的少ない。ただし、成果達成のための外部条件として、教

育総局のコンサルタントとしての JICA 専門家の公的な位置づけが継続することが必要で

あり、また、プロジェクト目標達成のための外部条件として、プロジェクトの研修を受け

た警察官による配属先での POLMAS 実践状況をモニターすることになっている。また、

上位目標達成のためには、プロジェクト終了後に、プロジェクトを通じて導入された通達

や運用ルールが大幅に変更されないこと、また POLMAS の全国実施に関する財政支援が

継続されることが必要であり、これらについても外部条件として確認する必要がある。 

 

３－３－３ 効率性 

本プロジェクトについては、以下の点から効率的な実施が期待できる。 

国家警察に対しては、過去、2 フェーズにわたり、ジャカルタ警視庁ブカシ警察署を拠点と

して、組織運営、現場警察活動や鑑識分野等における能力向上を図るとともに、研修体制の整

備･改善を支援する技術協力プロジェクトが実施されており、プロジェクトで導入した業務管理

システムがジャカルタ警視庁に採用されるなど、高い評価を得ている。本プロジェクトにおい

ては、全国展開に向けた制度化を図るにあたり、これら既往協力事業の成果が活用できる。ま

た、国別特設研修の参加者が結成したネットワーク〔インドネシア警察サクラの会（ISI）2〕が

                                                        
2 警察分野の JICA 帰国研修員が 2007 年 8 月に結成。2012 年 2 月現在、メンバー数は 427 名。 
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全国をカバーしていることから、各地での展開に関しても協力が期待できる。これら既往協力

の成果及び関連人材を活用することにより、効率的な事業実施が可能になると考えられる。 

 

３－３－４ インパクト 

本プロジェクトの実施によるインパクトは、以下のように予測できる。 

本プロジェクトの実施により、現場レベルでの警察官の活動が改善され、市民・地域社会と

警察との関係改善が図られることが期待されている。市民・地域社会の警察活動に対する理解・

協力が向上することも予想されるため、地域の治安、市民生活の安全確保に対する正のインパ

クトが想定される。 

なお、本プロジェクトの活動は警察内部の制度改善、警察官の能力強化等に焦点をあてたも

のであり、地域社会を対象とした投入などは想定されておらず、本プロジェクト実施による負

のインパクトは現時点では特に想定されていない。 

 

３－３－５ 持続性 

以下のとおり、本プロジェクトの持続性はおおむね高いと考えられるが、いくつかの側面に

ついては継続的にモニターし、確認していくことが必要である。 

 

(1) 政策面での持続性 

第 2 章に既述のとおり、インドネシア政府の現行の国家開発計画において、法執行の強

化、公平かつ公正な開発の推進に向けた課題としての警察改革の重要性は強く認識されて

いる。また、国家警察はコミュニティポリーシングを基本戦略と定め、2025 年までの具体

的な取り組みを計画している。将来的にもこれら政策の方向性が継続される見込みは高い

ことから、政策的な持続性は確保されるものと考えられる。 

 

(2) 財政面での持続性 

今般調査での協議において、プロジェクトの実施経費に関し、教材印刷費や研修施設等

のローカルコスト負担についてインドネシア側が努力をすることが合意されている。将来

的には、プロジェクトにより実施される研修の内容を、プロジェクト期間中に徐々に国家

警察の研修プログラムに取り入れることによって事業の持続性を確保することとなるた

め、国家警察、特に教育総局独自の通常の研修内容については、継続的にモニタリングし

ていくことが必要である。 

 

(3) 技術面での持続性 

本プロジェクトの活動のうち、POLMAS 実践にかかる運用規程などの制度改善と人材育

成についは、高度かつ難解な技術・知識が求められる内容を含むものではない。また、現

場鑑識技術については、研修体制の確立と技能検定制度の導入が予定されており、州警察

の鑑識官の意欲も高いことから、技術的な面での受容度は高いものと思われる。ただし、

研修後の習得知識・技能の実践については、地域状況や職場環境に影響される要素もある

ため、持続性の確保のためには、適切なモニタリング・フォローアップの実施が不可欠で

ある。 
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３－３－６ 評価結果の結論 

上記のとおり、本プロジェクトには高い妥当性、有効性、効率性及びポジティブなインパク

トが期待される。持続性については実施期間を通じてモニタリングを必要とする若干の側面が

あるが、評価 5 項目の観点から検討した結果、本プロジェクト協力の実施は適切であると判断

される。 

 

３－４ 団長所感 

「市民警察活動促進プロジェクト」（フェーズ 2）の終了時評価の結果も踏まえ、①ブカシの成

果を全国に拡げるための各種制度の整備、②POLMAS 推進のための人材育成、③ブカシの成果の

定着・強化、を本案件の柱に据えた。 

全国レベルの人材育成の観点から、これまでのプロジェクトとは直接的な関係がなかったイン

ドネシア国家警察の教育総局の参画が不可欠であり、実施体制としては同国家警察の教育総局、

治安確立局、刑事局と複数局にまたがることから、プロジェクト全体の進捗の責任を負うプロジ

ェクトダイレクターは同国家警察副長官とし、プロジェクトダイレクターを補佐する副ダイレク

ターのポストを設置し、上述の 3 局長を副ダイレクターとした。実際の運営上の責任者のプロジ

ェクトマネジャーには計画担当次長、共同マネジャーに人事担当次長並びに国際部長を据えた。 

マネジメントの人数が多く計画開発担当次長がプロジェクトダイレクターであったフェーズ 2

に比べてインドネシア側の階級も上がり、人数も多い構造となったが、階級が重視されるインド

ネシアにおいて複数の局長に指示を出せるのは副長官であることやインドネシア国家警察をあげ

ての取り組みが必要なことから、かかる措置が必要と判断した。なお、上述のとおり前案件のプ

ロジェクトダイレクターであった計画開発担当次長が引き続き本案件の主プロジェクトマネジャ

ーとして参画することから、プロジェクト運営面についてのコミュニケーションが円滑にできる

ものと考える。 

持続性の観点からプロジェクト期間におけるインドネシア側予算投入の相対的な増加を申し入

れ、ミニッツにおいてもインドネシア側予算措置を記載したが、教育総局長との面談において、

POLMAS 推進のための人材育成の拠点となる研修センターを中部ジャワに設立する計画が共有

され、かかる全国規模の研修をインドネシア側で行うことは持続性の観点からも望ましいことで

ある。 

同研修センターが稼働する際には、ブカシで行われている研修カリキュラムを活用し、同セン

ターにおいて座学を担い現場をもつブカシにて実践的な研修を行うとともに同センターでの研修

講師にブカシの人材も活用できれば効果的となることから、プロジェクト開始後にセンターとの

連携のための準備・調整を行っていく必要がある。 

また、本調査団のインドネシア滞在中に、（実施中プロジェクトの取り組みにより）ブカシで活

用している巡回連絡カードや業務管理報告書をジャカルタ警視庁管内の全警察署で活用すること

を指示する警視総監通達が先月発出されたとの報に接した。 

この警視総監通達発出の背景には、プロジェクトで 2012 年 5 月に実施したジャカルタ警視庁を

対象として実施した現地国内研修の参加者からブカシの取り組みを管内全署で活用すべきとの要

望が出されたということがある。 

さらに、ブカシにおいて優秀な POLMAS 担当官を表彰している事例に触発され、ジャカルタ

警視庁管内の優秀警察官の表彰が開始され、この表彰の対象となった 5 名に警視総監予算にてメ
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ッカ巡礼のための旅費が支給され、サウジアラビアに発ったとのことである。POLMAS における

望ましい活動はいかなるものかという理解促進のためにも優秀事例を発掘し共有することは効果

的と考える。 

ジャカルタ警視庁で拡がった取り組みが、POLMAS 全国展開の弾みとなることを期待したい。 
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１．日程表

総括、警察協力 協力企画 評価分析

1 7月8日 日
12:00　成田発（GA885）
17:45　ジャカルタ着

2 7月9日 月
09:00　JICA専門家へのヒアリング
13:00　メトロブカシ警察署での調査

3 7月10日 火

09:00　教育総局カリキュラム部へのヒアリング
13:30　刑事局鑑識課へのヒアリング
14:30　ジャカルタ警視庁鑑識課へのヒアリング
15:30　国際移住機関（IOM）へのヒアリング

4 7月11日 水
12:00　成田発（GA885）
17:45　ジャカルタ着
団内打合せ

ミニッツ案、R/D案、PDM案、PO案作成
団内打合せ

5 7月12日 木

6 7月13日 金

7 7月14日 土

8 7月15日 日
12:00　成田発（GA885）
17:45　ジャカルタ着
団内打合せ

9 7月16日 月

10 7月17日 火

11 7月18日 水

12 7月19日 木

13 7月20日 金

14 7月21日 土 09:00　成田着

09:00　日本側関係者との協議

ブカシプロジェクトサイト訪問

14:00　在インドネシア日本大使館報告
16:00　JICAインドネシア事務所報告
23:15　ジャカルタ発（GA884）

10:00　ウグロセノ教育総局長との協議

15:00　プジアント計画開発担当次長等との協議
ミニッツ署名

ミニッツ案、R/D案、PDM案、PO案作成
団内打合せ

ミニッツ案、R/D案、PDM案、PO案作成
団内打合せ

08:00　ベクティ刑事局鑑識課長
10:00　マルコム教育総局初任科課長、ティクティク係長
13:00　ズルカルナイン教育総局カリキュラム部長

11:00　スハルジト予算計画局戦略政策担当部長
14:00　イマム治安確立局長

日程



－18－

２．面談者リスト

(1) インドネシア国家警察本部 

Imam 治安確立局長 

Oegroseno 教育総局長 

Pujianto 計画開発担当次長 

Zulkarnain 教育総局カリキュラム部長 

Suharudjito 予算計画局戦略政策担当部長 

Bekti Suhartono 刑事局鑑識課長 

Malkum 教育総局カリキュラム部初任科教養課長 

Rustika 教育総局カリキュラム部一般教養課係長 

 

(2) ジャカルタ警視庁（POLDA） 

Nyoman Darma 鑑識課長 

 

(3) メトロ・ブカシ警察署 

Priyo Widyaanto 署長 

Sri 市民指導課長 

Sriyanto 鑑識官 

Kasiwanto  POLMAS 担当官 

 

(4) 国際移住機関（IOM） 

Regina Noya ナショナルプロジェクトマネジャー 

Yuria Sudjatmiko ナショナルプロジェクトオフィサー 

Pengasihan Gaut アチェプロジェクトマネジャー 

 

(5) 在インドネシア日本大使館 

牛尾 滋 公使 

中西 章 書記官 

 

(6) JICA 専門家・関係者 

山﨑 裕人 専門家（国家警察長官アドバイザー兼プログラムマネジャー） 

竹迫 宜哉 専門家（POLMAS 活動強化） 

安齋 俊哉 専門家（研修計画/プログラム調整） 

折戸 誠 専門家（組織運営/プロジェクトリーダー） 

畑 孝博 専門家（現場警察活動 (1)/サブリーダー） 

佐々木 良明 専門家（現場警察活動 (2)） 

佐藤 政美 専門家（現場鑑識） 

宮崎 正 専門家（業務調整） 

宍戸 久美子 プログラム・オフィサー 
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(7) JICA インドネシア事務所 

小原 基文 所長 

宮田 尚亮 所員 
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３．ミニッツ（M/M）
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４．討議議事録（R/D）
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インドネシア国家警察組織図

警察官詰所
(POLPOS)

← 約２，８００警察官詰所

警察指揮幕僚学校長
(KASESPIM POLRI)

警察大学院大学長
(KEPALA STIK)

警察士官学校長
(GUB. AKPOL)

ANTI-TERROR 警察隊長
(DENSUS 88)

州警察本部
(POLDA)

← ３１州警察本部

広報部長
(KADIV HUMAS)

法務部長
(KADIV KUM)

職業責任．内部保全部長

(KADIV PROPAM)
情報通信部長
(KADIV TI POL)

首席監察官
(IRWASUM)

計画開発担当次長
ASRENA

オペレーション担当次長

AS OPS
人事担当次長

AS SDM
施設担当次長
AS SARPRAS

長官特別スタッフ
SAHLI KAPOLRI

長官秘書室長
(KOORSPRIPIM)

庶務部長
(SETUM POLRI)

警察本部分遣隊長
(KAYANMA POLRI)

国際部長
(DIV HUBINTER)

健康管理センター長
(KAPUSDOKKES)

会計センター長
(KAPUSKEU)

公安情報局長
(KABAINTELKAM)

刑事局長
(KABARESKRIM)

教育総局長
(KALEMDIKPOLRI)

大　　　　統　　　　領

長　　官
Jend Pol. Drs. Timur Pradopo

副長官
Komjen Pol. Drs. Nanan Soekarna

治安確立局長
(KABAHARKAM)

機動警察隊長
(KAKOORBRIMOB)

交通警察隊長
(KAKOORLANTAS)

地域警察本部・警察署
(POLWIL / POLRES)

← ２１地域警察本部・４５６警察署

警察分署
(POLSEK)

← ４，５７６警察分署

～ 警察大将

～ 警察中将

～ 警察少将

～ 警察准将

～ 警察大佐
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メトロ・ブカシ警察署組織図

Jl. Pramuka No.79, Telp : (021) 8896-1616
(2012年1月)

KOMPOL DERMAWAN KAROSEKALI
NRP : 75030753

KOMPOL GUNAWAN, MH
NRP : 60050762

メダン・サトリア分署長 ポンドック・グデ分署長 ジャティ・アシー分署長 バンタル・グバン分署長

KOMPOL MANAOR P SIANIPAR
NRP : 64020238

KOMPOL I NENGAH ADI PUTRA, SIK
NRP : 79020724

KOMPOL SUYUD, SH
NRP : 64030175

KOMPOL SUYOTO
NRP : 60060869

KOMPOL TRIYONO, SH
NRP : 60050762

KOMPOL BURHANUDDIN, SH
NRP : 70050489

情報通信係長

AKP SUTARMAN
NRP : 56060505

西ブカシ分署長 南ブカシ分署長 東ブカシ分署長 北ブカシ分署長

市民指導課長 制服警察課長 交通課長 特殊事案対策課長 留置管理課長

KOMPOL SRI RAHAYUNINGSIH
NRP : 60030390

KOMPOL NYOMAN M, SH
NRP.: 60030453

KOMPOL TWEDYI ADITYA
BENNYAHDI,Sos. Sik

NRP : 77080551

KOMPOL I GUSTI PUTU SURA
NRP : 61080153

AKP SUBAGIYONO
NRP : 60090449

市民対応センター
公安情報課長 刑事課長 薬物対策課長

AKP RIA IP. UNTUNG
NRP : 59030603

KOMPOL RULY INDRA WIJIYANTO, SIK
NRP : 79070887

KOMPOL TAUFIK HIDAYAT, SH. SIK
NRP : 77100893

KOMPOL SANGADI
NRP : 59120581

法務係長

AKP SUNARTO
NRP : 63020495

AKP  GONDO SUYATMO
NRP : 600100369

AKP DEWI SETYOWATI
NRP : 66010019

PENDA TK I
NING HARDI

PENDA TK I
SUPANGKAT RIMBAWATI

AKP SUNYOTO
NRP : 60020609

AKP TAUFIK HIDAYAT
NRP : 58060909

AKP SRI MIHARTI, SH
NRP : 68120124

KOMPOL DASUKI HERLAMBANG
NRP : 74120638

KOMPOL SAIMIN
NRP : 58120743

KOMPOL SUMARNI
NRP : 60060461

オペレ―ション管理係長 監督係長 広報係長
予算ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ管理係

長
予算監督

係長
勤務員管理係長 装備管理係長

総務係長

AKP ENCU ADNAN, SH
NRP : 58110429

AKP DWI PURHARYANTO
NRP : 59040623

AKP ETY SUKMAWATI
NRP : 65090468

AKP SUPRAPTO
NRP : 60050395

オペレーション課長 計画課長 人事課長

警　察　　署　長
KOMBESPOL Drs. PRIYO WIDYANTO, MM

NRP : 65100569

副　署　長
AKBP LUKAS AKBAR ABRIARI, Sik MH

NRP : 68100289

監督係長 職業責任．内部保全係長 経理係長
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ブカシ県警察署組織図

Jl. Ki Hajar Dewantara No. 1 Cikarang Baru Bekasi, Telp : (021) 8911 3533
(2012年1月)

チバルサー分署長 チカラン・プサット分署長 チカラン・スラタン分署長

AKP HERU B. S, SH
NRP : 67100307

AKP M. HARAHAP
NRP : 59060606

KOMPOL BADARI, SH
NRP : 60080905

バブラン分署長

AKP BOWO L, SH
NRP : 70080177

KOMPOL ANDRI ANANTA
NRP : 79040855

AKP TRIYONO
NRP : 63100458

AKP. SUPRIANTO
NRP.: 60020636

AKP SUMARJAN
NRP : 63010753

KOMPOL ZULHAM EFFENDY, SIK
NRP : 78110812

KOMPOL DIDIK SUKAMTO
NRP :55080593

タンベラン分署長 タンブン分署長 チャバン・ブンギン分署長 ケドゥン・ワリンギン分署長 ムアラ・ゲンボン分署長 チカラン・バラト分署長

スカタニ分署長 チカラン分署長 セトゥ分署長

AKP SUWARI, SH
NRP : 64020238

AKP. SUDIONO, SH
NRP.: 62080990

AKP CECEP SANUSI
NRP : 68060125

KOMPOL YAN PATRA T.
NRP.: 57010395

AKP JAYADI, SH
NRP : 65120558

KOMPOL M. SAIFUL B, SH
NRP : 58110668

AKP SUMARWOTO
NRP : 60041019

情報通信係長

AKP JAENI
NRP : 59110594

タルマ・ジャヤ分署長 セラン・バル分署長 プバユラン分署長 チカラン・ティムール分署長

市民指導課長 制服警察課 交通課 特殊事案対策課 留置管理課長

KOMPOL BASUKI RAHARJO
NRP : 59050755

KOMPOL MARDJONO
NRP.: 59100659

KOMPOL TRI YULIANTO, SIK
NRP : 76071033

AKP S U W A R T O
NRP : 59121166

AKP LESTARIYONO
NRP : 58100753

市民対応センター
公安情報課 刑事課 薬物対策課

AKP MALEM RAHWANTO
NRP : 58040868

KOMPOL AGUSTINUS ARY PURWANTO,
SIK

NRP : 78010799

KOMPOL DEDY MURTY HARYADI
NRP : 77120905

KOMPOL WARSITO
NRP : 60050502

法務係長

AKP NYOMAN WILASA
NRP : 64080127

AKP  S U T O Y O
NRP : 60090378

AKP BAMBANG W, SH
NRP : 67120121

SUPADA
PENDA 1

AKP UMAR DANI
NRP :  63020501

AKP HERI SUCITRO
NRP : 62010501

AKP SHODIRIN
NRP : 68060148

AKP RAMSES S. SH
NRP : 67060384

KOMPOL YS. MURYONO
NRP : 63070188

AKP KISWAN
NRP : 61030237

KOMPOL SURANTO, S.IP
NRP : 56050200

オペレ―ション管理係長 監督係長 広報係長
予算ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ管理

係長
予算監督

係長
勤務員管理係長 装備管理係長

総務係長

AKP SULTAN JABAR
NRP : 66010046

AKP SUSGARWANTO
NRP : 63120259

HARYATI  P. SE
PENATA 1

AKP RUSWATI
NRP : 62110455

オペレーション課 計画課長 人事課長

警　察　　署　長

Kombes Pol Wahyu Hadiningrat, SIK
NRP.: 70060344

副　署　長

AKBP Drs. HARIYANTA, Msi.
NRP.: 66010611

監督係長 職業責任．内部保全係長 経理係長
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Project Design Matrix (PDM)             Version：No. 1 

プロジェクト名： 市民警察活動（POLMAS）全国展開プロジェクト                 Date：July  18, 2012 

実施機関：国家警察本部（治安確立局、教育総局、刑事局）、ジャカルタ警視庁（ブカシ警察署） (*注1) 

プロジェクト期間：5 年間 (2012 – 2017 年) 

受益者：国家警察職員 

要約 指標 (*注2) 指標の入手手段 外部条件 

上位目標 

 

インドネシア版市民警察活動（POLMAS）を実践する州が増える 

 

 

プロジェクトの提案を反映した POLMAS 関連通達に基づく

POLMAS 活動が X1州で実施される。 

 

 

 

1. 地方警察本部報告書 

 

 

 

POLMAS 政策に大きな変更が

生じない。 

 

プロジェクト目標 

 

POLMAS を全国レベルで実施するための体制が構築される。 

 

 

 

 

1．プロジェクトの提案を反映した POLMAS 関連通達に基づく

POLMAS 活動が X2州で実施される。 

2．X3人以上の受検者が国家鑑識検定に合格する。 

3．プロジェクトによる POLMAS 研修受講者の少なくとも X4％が習

得事項をそれぞれの業務に適用する。 

 

 

 

1．地方警察本部報告書 

 

2．鑑識検定実施報告書 

3．モニタリング報告書 

 

 

 

1．プロジェクトを通じて導入され

た通達や運用ルールが大幅

に変更されない。 

2．POLMASの全国実施に関する

予算措置が継続される。 

成果 

 

1．POLMAS 活動強化のための具体的な運用規程・制度が整備さ

れる。 

 

 

2．POLMAS 活動を指導できる警察官が継続的に育成される。 

 

 

 

3．ブカシ警察署における先進モデルとしての POLMAS 活動が強

化される。 

 

 

1-1 タスクフォースでの検討結果を反映した政策や通達が発出され

る。 

1-2 国家鑑識検定が少なくとも X5回実施される。 

 

2-1 POLMAS 研修カリキュラムが策定される。 

2-2 X6人以上の POLMAS 指導者が育成される。 

2-3 指導者研修受講者の少なくともX7％が所属先でPOLMAS研修

を実施する。 

3-1 ブカシ地域コミュニティからの警察活動に対する信頼が継続す

る。 

3-2 ブカシ警察署管内の業務管理報告数が X8％に増加する。 

3-3 ブカシ警察署管内の緊急通報受理記録数がプロジェクト開始

時より X9％増加する。 

 

 

 

1-1. 国家警察本部記録  

 

1-2. 検定実施報告書 

 

2-1. 教育訓練総局報告書 

2-2. 研修実施報告書 

2-3. モニタリング報告書 

 

3-1. 第三者機関による意識調査結果

 

3-2. ブカシ警察署の記録 

3-3. ブカシ警察署の記録  

 

 

 

研修を受けた警察官にの配属

先がPOLMAS実践に理解を示

す。 
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活動 

 

1-1 実効性ある巡回連絡・立寄活動の内容・体制を検討し、全国

への導入を支援する。 

1-2 国家警察本部における鑑識の検定制度化及び研修体制を確

立する。 

1-3 タスクフォース(*注３)において POLMAS 担当官業務のプロトタ

イプを作成し、導入を支援する。 

 

2-1 教育総局所管教育訓練プログラムにおけるPOLMAS研修実

施計画を策定する。 

2-2 POLMAS 研修に必要なカリキュラム・教材を整備する。 

2-3 POLMAS 研修指導者を育成する。 

2-4  幹部候補を対象とした POLMAS 研修の教授手法を教官に指

導する。 

 

3-1 ブカシ警察署管内の POLMAS 活動を改善強化する。 

3-2 ブカシ警察署において POLMAS 視察・研修受入体制を整備

する。 

3-3 研修教材作成として POLMAS 好事例情報を提供する。 

 

投入  

 

 

JICA 専門家が、教育総局のコン

サルタントとして国家警察より継

続的に指名される。 

 

 

日本側 

 

1. 長期専門家  

- リーダー/人材練成 

-サブリーダー/組織運営  

-総合現場警察活動  

-総合鑑識技能練成  

-研修/調整員 

 

2. 短期専門家 

 

3. 研修員受入れ（本邦/現地） 

 

4. 機材 

 

5. ローカルコスト負担 

 

6. モニタリング・オフィサーの配置 

 

 

インドネシア側 

 

1. プロジェクト担当官の配置 

プロジェクト・ダイレクター 

副プロジェクト・ダイレクター 

プロジェクト・マネジャー 

共同プロジェクト・マネジャー 

カウンターパート 

 

 

2. 執務室及び付帯施設 

 

 

3. その他 

プロジェクト活動費 

電気・水道 

プロジェクト実施に必要な資機材 

前提条件 

 

イ ン ド ネ シ ア 国 家 警 察 が

POLMAS 政策を推進する。 

 

 

 
注1: ブカシ警察署とは、メトロ・ブカシ警察署及びブカシ県警察署並びに両警察署所管の下部組織を指す。 

注2: 指標の具体的な数値目標については、プロジェクト開始後6 カ月以内に日本人専門家及びカウンターパート間の協議により設定し、JCC での承認をもって決定するものとする。 

注3: 本タスクフォースは関係者間の情報共有を図りつつ、プロジェクトが実施する調査検討・提言策定等の取りまとめの役割を担うもので、関係部局の責任者や実務レベルのカウンターパートから構成される。 
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Tentative Plan of Operations (PO) 

Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

1-1-1 様々な巡回連絡・立寄活動に関する情報を収集し、地域
性を勘案した利点・問題点等を検討する。

各地の巡回連絡・立寄活動に
関する情報

1-1-2 上記1-1-1の検討結果を踏まえ、全国警察署への導入に
むけた実効性ある巡回連絡方式を提案する。

提言案

1-1-3 上記1-1-2で提案された新・巡回連絡について、全国警察
署への導入を支援する。

1-2-1  国家警察本部における鑑識研修体制を確立する。 鑑識技術研修体制

1-2-2  鑑識技術の国家検定制度化に必要な準備を行う。

1-2-3　鑑識技術の国家検定制度を確立する。 鑑識技術検定制度

1-2-4　鑑識技術の国家検定を実施する。 検定実施報告書

1-3-1  タスクフォースを組織する。 タスクフォースメンバーリスト

1-3-2  各地のPOLMAS活動の情報を収集し、実施状況を把握
　　　　する。

各地のPOLMAS活動に関する
情報

1-3-3  上記調査結果を踏まえ、POLMAS担当官業務の在り方
　　　　（体制と業務内容）を検討し、運用パターン（プロトタイプ）
　　　　を作成する

プロトタイプ案

1-3-4　上記1-3-3で作成されたプロトタイプをいくつかの地域で

　　　　 試験運用し、結果を整理する。

1-3-5 上記1-3-4の結果を、POLMAS担当官業務に係る運用規

　　　  程・通達の整備に向けた提言として取りまとめる。
提言案

 プロジェクト目標：POLMASを全国レベルで実施するための体制が構築される。

 プロジェクト期間：5年間 (2012 – 2017年)

受益者：国家警察職員

20172014 2015 20162012

実施機関：国家警察本部（治安確立局、教育総局、刑事局）、ジャカルタ警視庁（ブカシ警察署）

2013
活動

成果1：POLMAS活動強化のための具体的な運用規程・制度が整備される。

活動1-1：実効性ある巡回連絡・立寄活動の内容・体制を検討し、全国への導入を支援する。

成果品 責任者

活動 1-2：国家警察本部における鑑識の検定制度化及び研修体制を確立する。

Date: July 18, 2012

Version 1

プロジェクト名： 市民警察活動（POLMAS）全国展開プロジェクト

活動1-3：タスクフォースにおいてPOLMAS担当官業務のプロトタイプを作成し、導入を支援する。



－
66
－

Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2
20172014 2015 20162012 2013

活動 成果品 責任者

2-1-1　教育総局所管教育訓練プログラムにおけるPOLMAS研
　　　　 修実施状況をレビューする。

2-1-2　POLMAS研修実施・評価のための年間計画を策定す
　　　　る。

年間計画

2-2-1　POLMAS研修カリキュラム(各階層研修、その他の教育
　　　　訓練プログラム）を策定する

研修カリキュラム

2-2-2　各カリキュラムに必要な教材を作成する。 研修教材

2-3-1　POLMAS研修指導者育成計画を作成する。 研修計画

2-3-2　POLMAS研修指導者育成用のカリキュラム・教材を整備
　　　　する。

カリキュラム及び教材

2-3-3　POLMAS研修指導者候補者を選定し、研修を実施す
　　　　る。

研修実施報告書

2-3-4　POLMAS研修指導者による教官研修実施状況のモニタ

　　　　 リング・評価を行う。
モニタリング報告書

2-4-1　POLMAS研修の教授手法に関する教官向けのカリキュ

　　　　 ラム・教材を作成する。
カリキュラム及び教材

2-4-2　教授法に関する教官向け研修を実施する。 研修実施報告書

2-4-3　研修受講した教官による教授法の活用状況のモニタリン

　　　　 グを行う。
モニタリング報告書

3-1-1　ブカシ警察署管内において業務管理システムを普及促

　　　　 進する。
業務管理報告

3-1-2　ブカシ警察署管内において通報受理様式の活用による

　　　　 通報受理実績の記録化を正式導入する。
様式導入に関する公的通達

活動2-1：教育総局所管教育訓練プログラムにおけるPOLMAS研修実施計画を策定する。

活動 3-1：ブカシ警察署管内のPOLMAS活動を改善強化する。

活動 2-2：POLMAS研修に必要なカリキュラム・教材を整備する。

成果2：POLMAS活動を指導できる警察官が継続的に育成される。

活動 2-3：POLMAS研修指導者を育成する。

成果3：ブカシ警察署における先進モデルとしてのPOLMAS活動が強化される。

活動 2-4：幹部候補を対象としたPOLMAS研修の教授手法を教官に指導する。
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Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2
20172014 2015 20162012 2013

活動 成果品 責任者

3-1-3　ブカシ警察署管内において緊急通報受理記録システム

　　　　 と強化する
緊急通信受理記録

3-2-1　ブカシ警察署管内においてPOLMAS活動を講義・指導

　　　　 できる人材を各層（地域住民を含む）において養成する
人材リスト

3-2-2　ブカシ警察署視察や研修受入の具体的な手順を整理

　　　　 する。
手順マニュアル

3-2-3　視察・研修受入にあたり、OJTを通じて上記手順をカウン

　　　　 ターパートに指導する。
OJT実施報告書

3-3-1　POLMAS活動好事例の収集・分析を行う。 好事例に関する情報

3-3-2　現場活動担当官向けの研修教材開発資料として取りまと

　　　　 め、提供する。
好事例集

活動 3-3：研修教材としての好事例情報を提供する。

活動 3-2：ブカシ警察署においてPOLMAS視察・研修受入体制を整備する。
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